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である。平成 13年 8月の前橋市における 1日ごとの測定では、最大が 37ppbで最小は 15ppbその差
は 22ppb、平均値は 23.8ppbで標準偏差は 5.7であった（ppbとは 10億分の 1の容積の割合を意味
する）。高崎市における 1日ごとの測定では、最大が 29ppbで最小は 9ppbその差は 20ppb、平均値
は 17.5ppbで標準偏差は 4.6であった。しかし 1日ではなく 7日分の値を平均し、1日ごとずらして
同じ計算を行うと、平均した 1日分の値は前橋市の最大が 26.1ppbで最小は 20.1ppbでありその差
は 6.0ppb、平均で 23.4ppbで標準偏差は 2.0であった。また高崎市の最大が 20.1ppbで最小は
















橋、住宅地など、前橋は 27地点（河川敷運動公園・運動場 5地点、その他の公園・運動場 5地点、
国道路沿い交差点・橋上や橋下等 17地点）、高崎は 22地点（河川敷運動公園・運動場 10地点、そ
の他の公園・運動場 9地点、国道路沿い交差点・橋上や橋下等 3地点）で合計 49地点に設置した。
なお、設置には、バッジ後部に付属してあるクリップを利用し、電信柱や木などに挟み固定した。
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４）調査期間
2007年 3月 8日～16日（春）および 7月 26日～8月 3日（夏）であった。
季節 調査都市名 測 定 期 間
春 高 崎 市 2007年 3月 8日（金)～ 3月15日（木)
前 橋 市 3月 9日（金)～ 3月16日（金)
夏 高 崎 市 2007年 7月26日（木)～ 8月 2日（木)













③ 発色液はスルファニル酸 5gを 700mlの蒸留水に溶解後、50mlのリン酸を加えよく混合し、さら





Amersham Biosciences社製 ultrospec 2100 proを用いて、波長 545nmで吸光度を測定した。
⑥ 暴露していない吸収濾紙の吸光度をブランク値として差し引いて、NO?(ppb）＝55（吸光度－ブ
ランク値）10080／暴露時間（分）で計算を行い、24時間平均濃度として算出した。
以上の行程で算出された結果の単位は ppb（parts per billion）を用いる（1ppb=10億分の 1の容
積の割合＝0.001ppm）。
６）統計処理













2007年の梅雨入りは平年と比べ 6日ほど遅れ、関東甲信地方では 6月 14日頃梅雨入りした。さら
に、梅雨明けは平年に比べ 12日遅れ 8月 1日頃となった。7月は梅雨前線の影響で雨や曇りとなる
日が多く、前橋市における平均気温は平年に比べて低かった。降水量は平年よりかなり多く、日照





量は 169.5mm、高崎市では 148mmであった。また、合計日照時間は前橋市で 44.3時間程度であり、
高崎市では 34.5時間程度であった。平均気温は、前橋市で 25.8度、高崎市で 25.0度であった。平均











で 8.7±2.3ppb、2007年 7・8月では 12.4±4.6ppbであった。3月と 7・8月の汚染状況を比較したと
ころ有意差が見られ、7・8月の値の方が有意に高くなった（p＜0.01）。汚染状況を示した地図を見
ると、3月はNO?濃度 10ppb未満が 19箇所、10ppb以上 15ppb未満が 7箇所であった（表 1および
図 1－ 1～ 3を参照）。7・8月の結果では、NO?濃度 10ppb未満は 7箇所、10ppb以上 15ppb未満が
12箇所、15ppb以上 20ppb未満が 5箇所、20ppb以上 25ppb未満が 1箇所であった。3月および 7・
8月の測定で最も高い濃度を示したのは国道 17号線沿いの






25ppb以上 0  0
 
20～25ppb  0  1
 
15～20ppb  0  5
 
10～15ppb  7  12
 
10ppb未満 19  7
（数値は測定地点数を示す）
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春 図１―２ 前橋市② 夏
春 図１―１ 前橋市① 夏
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⑵ 高崎市
高崎市の測定地点は合計 22地点であった。2007年 3月の測定で、フィルターバッチの紛失が 1箇
所あった。7・8月の測定ではすべての地点のフィルターバッチを回収することができた。このこと
から、3月と 7・8月の結果を比較するにあたっては 21地点の値を比較した。全測定地点（21地点）
における二酸化窒素（NO?）濃度の平均値は 2007年 3月で 13.4±5.7ppb、2007年 7・8月では 12.6±
8.0ppbであった。3月と 7・8月の汚染状況を比較したところ、統計的に有意な差はみられなかった。
汚染状況を示した地図を見ると、3月はNO?濃度 10ppb未満が 8箇所、10ppb以上 15ppb未満が 6
箇所、15ppb以上 20ppb未満が 6箇所、25ppb以上が 1箇所であった（表 2および図 2－1、2－2を
参照）。7・8月の結果では、NO?濃度 10ppb未満は 9箇所、10ppb以上 15ppb未満が 6箇所、15ppb







春 図１―３ 前橋市③ 夏
表２ 高崎市内のNO?濃度測定結果
NO?濃度 春 夏
25ppb以上 1  2
 
20～25ppb  0  2
 
15～20ppb  6  2
 
10～15ppb  6  6
 
10ppb未満 8  9
（数値は測定地点数を示す）
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春 図２―２ 高崎市② 夏
春 図２―１ 高崎市① 夏
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